
1．はじめに

　オリックスグループのユビテックは、ス
マートウオッチで作業者の安全を見守る
サービス「 Work Mate※1」と、安全運転
支援サービス「D-Drive」のシステム開発・
販売を行っている。
　「Work Mate」は、労働災害を未然に防
ぐ行動を現場に促すことをコンセプトに提
供している安全見守りサービスである。労
災事故の4割※2を占める作業者の転倒・転
落の発生や作業者の体調の変化を現場管理
者が速やかに把握することを目的に、開発
当初から暑熱環境の現場や大きな機械装置
が視界を妨げるプラント等、労働環境が厳
しい現場や管理者の目が行き届かない労働
環境で活用されており、近年はDX（デジ
タル変革）施策とも相まって製造業、建設
業、物流業といった幅広い業界で活用され
ている。
　「D-Drive」は、「アルコールチェックを
クリアしないと車のエンジンがかけられな
い機能（アルコール・インターロック機能）
※3」を強みとする、安全運転管理を支援す
るサービスである。運転前アルコール

チェックの徹底・効率化に活用されている。
　以下では「 Work Mate」を活用する効
果と廃棄物業界における活用方法、「D-Dri
ve」を活用する効果について述べたい。

2．�安全見守りサービス「Work Mate」
のシステムと機能

　「Work Mate」（図1）は、スマートウオッ
チでバイタル情報や加速度、位置の各情報
をリアルタイムに取得し、アプリケーショ
ンに実装したアルゴリズムから「転倒・転
落検知」、「 SOSアラート通知」等による
安全管理や、「熱中症予兆検知」、「注意力
低下検知」、「疲労レベルの検知」等による
健康管理を可能にする。これらの状態を検
知すると、瞬時に管理者に通知を送信する。
屋内外における位置測位も行うため、危険
な状況の発生を確認次第、すぐに作業者の
もとへ駆けつけることができる。通知方法
は、電話・SMS、メール、WEB管理画面
での表示、警告表示灯の点灯等、管理者の
就業状態にあわせて選択・組み合わせるこ
とができる。
　「転倒・転落検知」は、スマートウオッ
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チで取得した加速度から転倒パターンを検
知した後、一定時間の停止状況を検知する
と、管理者に「転倒」のアラートを通知する。
管理者は位置情報を把握することで迅速な
作業者の救出が可能になる。転倒・転落に
関する位置・時間のデータや、転倒・転落
に至る前の位置・バイタル情報から転倒が
発生しやすい場所や時間帯、転倒が発生す
る前の作業内容を特定することにより作業
環境の改善につなげることができる。「SOS
アラート通知」の活用により、作業者・管
理者自身が異変（火災など）を感じた場合
には、緊急通報としてスマートウオッチに
あらかじめ登録した四つのメッセージから、
適切なものを選択して送信ができる。
　一方管理者は、「Work Mate」の管理画
面から作業者に向けて任意のメッセージを
送信することができる。バイタル情報によ
る健康管理では、バイタル情報の分析によ
り、装着者のスマートウオッチとWEB管
理画面に「正常」、「注意」、「異常」、「熱
中症予兆検知」、「注意力低下」の状態を顔
マークで表示する。管理者と作業者が体調
の変化を共有することにより、迅速に異常
に気づき、対応することができる。

3．�安全見守りサービス「Work Mate」
による熱中症対策

　バイタル情報による健康管理のなかでも
特徴的なのは、「熱中症の予兆検知」（図2）
だ。熱中症は、自覚症状が出てからの対応
では遅く、命を落とす危険すらあるため、
熱中症になる前に対策をすることが必要だ。
ただ、身体の暑さへの適応度には個人差が
あるため、一律で休憩時間を設けるだけで
は対策が難しい。
　「 Work Mate」の「熱中症予兆検知」機
能は、人工知能（ AI）を活用し、一人ひと
りに合わせた熱中症の予兆を検知する。熱
中症の予兆を検知した作業者が休憩を取っ
て回復すると、作業に復帰するタイミング
も通知する。管理者・作業者ともに作業者
の熱中症の予兆に気づき、さらに回復した
かどうかの確認が可能になるため、客観的
なデータをもとにコミュニケーションのタ
イミングを計ることができる。
　熱中症対策として、休憩場所の設置、飲
料等の備え、とハード面の整備は行き届い
ているものの、肝心の作業者本人に自覚症
状があまり出ていないことから、多少つら
くても作業を続けてしまう作業者も多いの

図１　「Work Mate」概要
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ではないだろうか。
　「 Work Mate」活用による熱中
症対策の数値実績として、2023年
4月〜10月に発報した「熱中症予
兆アラート」は1561件であり、こ
のうち84%のケースにおいてア
ラートを基に「休憩」や「作業緩和」
といった行動変容を実際に起こし、
回復に至ったことを確認した。本
サービスの活用により、「 Work 
Mate」使用者は体調の変化を客
観的に確認することができる。熱
中症予兆アラートを受けた作業者
からは、客観的な指標ができたこ
とで、休憩が取りやすくなったと
いう声をいただいた。

4．�廃棄物処理業界における活用事例

　J&T環境では、全国13拠点で「 Work 
Mate」を活用している。今回は、同社の
川崎エコクリーン・扇島工場での活用状況
について記載する。
　同社が、安全見守りサービスの導入時の
ポイントとしていたことは、作業者自ら健
康状態の把握ができること、一人作業に対
する組織的な安全対策ができること、作業
者が装備する機器が少なく、容易に装着で
きることだ。「Work Mate」は、これらの

条件をクリアしていることに加えて、防
水・防塵仕様であることから利用に至った。
作業者と管理者が体調の変化を把握するこ
とで事故を未然に防ぐことや、作業者の位
置情報を導入現場の敷地図面に表示し把握
することで、転倒・転落等の災害発生時は
速やかに初動対応がとれることを期待して
いる。
　川崎エコクリーン（写真）は、焼却処理
とリサイクルを同時に実現する焼却炉・発
電施設・スプレー缶処理施設で、汚泥、廃
油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、
ガラスくず、ゴムくず、紙くず、木くず、
繊維くず、動植物性残さ、金属くず、感染

図2　熱中症対策イメージ
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性産業廃棄物を処理の対象としている。ス
マートウオッチの装着により、客観的に体
調変化を把握できることから、熱中症・疲
労対策として活用している。
　また、扇島工場は、破砕・圧縮固化によ
る中間処理施設で、廃プラスチック類を処
理対象としている。安全見守りサービスを
導入することで、管理事務所と施設現場が
離れているが、距離を感じず現場作業者の
体調変化の把握と、現場作業者からの異常
発生の発報など、双方向のやり取りが迅速
に行えるようになった。
　熱中症対策については、「 Work Mate」
の熱中症予兆検知機能を活用し、管理者が
アラートを受け取ったときは、検知した作
業者へ「涼のとれる場所での休憩」や、「水
分補給」など具体的な指示を行っている。
また、作業者自ら体調変化に気づいたとき
は「無理をしない」、「日陰へ移動する」な
ど体調の回復を図ることを優先する。ア
ラートを共同作業者へ通知していることで、
周囲の作業者も検知された作業者の健康観
察を行うようになり、本人に無理をさせな
いような配慮がなされる。

5．�安全運転支援サービス「D-Drive」に
よる飲酒運転対策

　2023年12月に緑ナンバーだけでなく、
業務用で使用されている白ナンバー自動車
の運転者にもアルコール検知器を用いた酒
気帯び確認とその記録が義務化された。当
社では、「アルコールチェックをしなくて
も乗車ができてしまう」根本的な課題を解
決するために、安全運転支援サービス「 D-
Drive」で「アルコールチェックをクリア
しないと車のエンジンがかけられない機能

（アルコール・インターロック機能）※3」（図
3）を提供している。仕組みは、（ 1）車載
機を車に取り付けることで、デフォルト状
態では、車のエンジンがロックされた状態
を作る。（ 2）この状態で、運転者は運転前
にクラウド対応型のアルコール検知器で
チェックを行うと、結果がスマートフォン
から、クラウドへ送信され、その情報をも
とに管理者が確認を行う。（ 3）アルコール
チェックの条件をクリアした場合にのみ、
車載機のロックを解除するデジタルキーが
運転者のスマートフォンアプリに発行され

図3 「アルコール・インターロック機能」イメージ
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る。（ 4）発行されたデジタルキーで車載機
へロック解除指示を送信することでエンジ
ンロックが解除されエンジン始動が可能に
なる。
　運転者が飲酒運転事故を起こしたときの
雇用主である企業のレピュテーションリス
クは計り知れないため、一歩先の安全運転
管理として、多数引き合いをいただいてい
る。

6．おわりに

　技術革新により、労災事故・法令違反が
起こる前に対策を考えることが可能になっ
た。技術の革新は日々行われており、当社
でも新たにスマートウオッチで運転者の眠
気を検知する技術開発を進めている。
　「 Work Mate」、「 D-Drive」のような
サブスクリプションサービスを導入すると、

アップデートによる新機能や機能改善が提
供され、企業が安全対策の精度を上げる取
り組みにも結びつくことも利点である。
　企業が活動する上で、「ヒト」は最も大
切で必要不可欠な存在だ。組織の活性化を
もたらす「ヒト」の安全へ投資することは、
企業・現場イメージの改善といった副次的
な効果を生む可能性も高い。従業員一人ひ
とりの安全を守り、事故の対策を効率的に
行うソリューションを活用した安全対策を
検討してみてはいかがだろうか。

※1　�「Work Mate」は、医療機器ではなく、疾病の診予防を
目的としておりません。

※２　 �厚生労働省「令和5年労働災害発生状況」の「転倒」「墜
落・転落」の数値をユビテックで合算（ https：//www.
mh lw . go . jp/content/11302000/001100029 .
pdf） 

※3 　�「アルコール・インターロック機能」はオプションになります。
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　詳細は環境新聞社企画部までお問い合わせ下さい。（下記の問い合わせ先を参照）

広告掲載料金

掲載料金
（掲載1回）

掲載料金
（掲載３回）

掲載料金
（掲載６回）

前付　１P
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20万円 54万円 96万円
前付　１/２P 10万円 27万円 48万円

前付　１P
モノクロ

10万円 27万円 48万円
前付　１/２P ５万円 13万５千円 24万円
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